
平
成
29
年
度
村
政
懇
談
会

各
地
区
で
の
主
な
や
り
と
り
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

６
月
28
日
か
ら
７
月
７
日
に
か
け
て
、

東
海
村
自
治
会
連
合
会
と
村
と
の
共
催
に

よ
る
村
政
懇
談
会
が
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
政
懇
談

会
で
は
、
山
田
村
長
か
ら
、
今
年
度
の
村

政
運
営
の
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
た
後
、
各
地
区
か
ら
事
前
に
提
出
さ

れ
た
質
問
や
要
望
に
対
す
る
回
答
、
参
加

者
に
よ
る
自
由
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
行
わ
れ
た
懇
談
の
内
容（
一

部
抜
粋
）に
つ
い
て
は
、本
号
と
次
号
で
、

前
編
と
後
編
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
議
事
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

自
治
推
進
課
自
治

推
進
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 
内
線

１
４
６
１
）

石
神
地
区

【
村
長
に
よ
る
村
政
に
つ
い
て
】

　

こ
れ
か
ら
村
が
目
指
す
方
向
を
示

し
た
村
政
運
営
の
６
つ
の
基
本
方
針

等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、「
広
報
と
う
か
い
」（
平
成
29

年
４
月
10
日
号
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

石
神
城
址
公
園
の
除
染
土
壌
に
つ
い
て

事
前
質
問
▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
年

数
が
経
つ
。
放
射
線
量
の
測
定
は
毎

年
行
っ
て
い
る
の
か
。 

ま
た
、
こ

の
よ
う
な
場
所
は
村
内
に
何
か
所
あ

り
、何
か
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

村
民
生
活
部
長
▼
放
射
線
量
の
測
定
は

毎
年
実
施
し
て
い
る
。
除
染
土
壌
は

村
内
に
６
か
所
あ
る
。

村
長
▼
除
染
土
壌
を
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
動
か
せ
る
の
か
を
国
に
確
認
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
に
、
村

と
環
境
省
の
担
当
者
と
の
間
で
は
、

や
り
取
り
も
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
形
で
安
全
に
動
か
せ
る
か
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
。

　

久
慈
川
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

事
前
質
問
▼
冠
水
し
な
い
道
路
を
整
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
先
日
、
竹
瓦

区
で
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
安
心

サ
ポ
ー
タ
ー
は
要
支
援
者
宅
を
廻
り
、

状
況
を
確
認
し
た
上
で
避
難
を
開
始

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に

津
波
で
浸
水
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

早
急
に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

村
長
▼
防
災
対
策
は
大
事
で
あ
る
。
以

前
、
避
難
タ
ワ
ー
の
よ
う
な
話
も
あ

り
、
一
時
的
に
で
も
高
台
へ
行
け
る

よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
道
路

の
か
さ
上
げ
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、

手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
人
の
命
に

関
わ
る
こ
と
な
の
で

早
急
に
や
り
た
い
。

　

自
治
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

石
神
区
住
民
▼
自
治
会
に
は
地
区
自

治
会
と
単
位
自
治
会
が
あ
り
、
一
時

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
い
う
話

も
あ
っ
た
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
自
治
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

話
を
伺
い
た
い
。

村
長
▼
今
は
何
と
か
で
き
て
い
て
も
、

５
年
後
、
10
年
後
に
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
維
持
さ
れ
て
、
社
会
的

機
能
を
健
全
に
保
た
れ
る
た
め
に

は
、
今
か
ら
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

る
時
期
に
き
て
い
る
。

前 編

期

日
▼
６
月
28
日

場

所
▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
１
１
５
人
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村
松
地
区

真
崎
地
区

　

村
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

真
崎
区
住
民
▼
高
齢
者
は
運
転
免
許
証

を
返
納
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
村
の

公
共
交
通
を
不
便
に
感
じ
る
。
家
か

ら
公
共
交
通
機
関
ま
で
は
坂
道
が
あ

り
高
齢
者
に
は
厳
し
い
。
ま
た
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
あ
る
が
予
約
が

取
り
づ
ら
く
、
行
き
よ
り
も
帰
り
が

困
っ
て
い
る
。

村
長
公
室
長
▼
現
在
、
村
内
の
主
な
公

共
交
通
は
、
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
が
あ
る
。
路
線
バ
ス
は
３

路
線
で
運
行
し
て
い
る
が
、
地
域
に

路
線
が
な
い
人
に
は
使
い
づ
ら
い
。
そ

れ
を
補
う
た
め
に
ド
ア･

ト
ゥ･

ド
ア

の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い

る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
行
き
も

帰
り
も
予
約
す
れ
ば
対
応
が
可
能
で

あ
る
。
路
線
バ
ス
の
利
用
者
数
は
昨

年
よ
り
も
１
万
人
増
え
た
。
一
方
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
は
減
少
傾

向
の
た
め
予
約
も
取
り
や
す
く
な
っ

て
き
た
。
申
し
込
み
方
法
が
難
し
い

と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

注
意
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

村
松
地
区
周
辺
地
域
活
性
化
計
画
に
つ
い
て

真
崎
区
住
民
▼
村
の
未
来
の
た
め
の

「（
仮
称
）村
松
地
区
周
辺
地
域
活
性

化
計
画
」を
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な

い
た
め
に
も
、
村
の「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」に
取
り
入
れ
、
計

画
的
に
実
施
す
る
方
針
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

村
長
▼
国
道
２
４
５
号
の
拡
幅
に
合

わ
せ
て
村
松
地
区
の
周
辺
一
体
を
整

備
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
道

路
が
拡
幅
さ
れ
る
と
便
利
に
は
な
る

が
、
通
過
す
る
だ
け
の
道
路
で
は
意

味
が
な
い
。
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

に
は
多
く
の
人
が
来
る
。
そ
の
う
ち

１
割
で
も
村
に
寄
っ
て
ほ
し
い
が
、

滞
留
す
る
施
設
が
な
い
。
地
域
に
人

が
来
て
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
計
画
に
盛
り
込
ま
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
。

　

照
沼
小
学
校
の
特
認
校
制
度
に
つ
い
て

照
沼
区
住
民
▼
照
沼
小
学
校
の
地
域
の

子
ど
も
の
数
は
昔
の
３
分
の
１
程
度

に
な
っ
て
い
る
。
通
学
路
を
通
る
子

ど
も
た
ち
の
後
ろ
姿
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
あ
る
。
私
た
ち
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長
▼
児
童
数
が
増
え
る
の
が
一
番

良
い
が
、
来
年
度
か
ら
照
沼
小
学
校

は
小
規
模
特
認
校
に
取
り
組
み
た
い

と
思
う
。
英
語
教
育
な
ど
特
色
あ
る

教
育
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、照
沼
小
学
校
の
一
番
の
特
色
は
、

地
域
で
一
緒
に
活
動
を
す
る
こ
と
。

村
内
の
小
学
校
で
は
唯
一
、
川
の
清

掃
や
鮭
の
放
流
、
米
作
り
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
開
か

れ
た
学
校
か
ら
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
も
地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
活
性
化
す

る
役
割
を
担
う
立
場
に
あ
る
。
地
域

に
関
わ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
増
え
、
定

住
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

期
日
▼
６
月
30
日

場

所
▼
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
１
２
６
人

期

日
▼
６
月
29
日

場

所
▼
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
１
０
８
人

　

国
道
２
４
５
号
の
拡
幅
工
事
等
に
つ
い
て

照
沼
区
住
民
▼
拡
幅
工
事
が
進
ん
で
い

る
が
、
久
慈
大
橋
を
改

修
し
な
い
と
渋
滞
は
解

消
さ
れ
な
い
。
同
様
に

国
道
６
号
も
村
内
だ
け

が
完
成
し
て
お
ら
ず
、

早
急
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

建
設
農
政
部
長
▼
国
道
２
４
５
号
の
工

事
は
進
捗
率
74
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
現

在
は
事
業
区
間
３
．
９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
用
地
取
得
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
茨
城
県
と
一
緒
に
交
渉
を
進
め
、

平
成
32
年
度
の
完
成
を
目
指
し
た
い
。

ま
た
、
国
道
６
号
は
国
の
直
轄
と
な

る
。
要
望
を
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
事
業
化
に
つ
な
が
る
か

を
今
年
度
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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